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山川勇一郎作前門大衡(北京)

山
川
勇
一
郎
は
山
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
作
品
を
多
く
残
し
て
い
ま
す
｡
な
か
で
も
､

描
-
対
象
を
前
に
し
て
へ
感
じ
る
ま
ま
に
画
線
を
走
ら
せ
た
ス
ケ
ッ
チ
に
こ
そ
最
も

よ
-
特
色
が
現
わ
さ
れ
て
い
る
と
い
え
ま
す
｡
.

ス
キ
ー
と
山
旅
を
こ
よ
な
-
愛
し
た
山
川
勇
一
郎
は
､
一
九
〇
九
　
(
明
治
四
二
)

年
に
神
戸
で
生
ま
れ
ま
し
た
｡
東
京
美
術
学
校
　
(
現
東
京
芸
術
大
学
)
　
を
卒
業
後
､

安
井
曾
太
郎
に
師
事
し
､
一
水
会
､
日
本
山
岳
画
協
会
な
ど
の
会
員
と
な
り
ま
す
0

一
九
五
八
　
(
昭
和
三
三
)
年
､
当
時
話
題
と
な
っ
た
ネ
パ
ー
ル
の
シ
ュ
ガ
ー
ル
･

ヒ
マ
ー
ル
探
査
行
に
作
家
深
田
久
弥
､
医
師
吉
原
利
美
へ
　
写
真
家
風
見
武
秀
と
と
も

に
参
加
し
'
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
山
や
風
物
を
固
さ
と
め
て
い
ま
す
｡
そ
の
後
､
一
九
六
五

年
　
(
昭
和
四
〇
)
'
大
阪
府
道
岳
友
ク
ラ
ブ
中
央
ア
ン
デ
ス
登
山
隊
に
同
行
し
ま
す

が
'
チ
リ
の
セ
ン
ト
ラ
ル
･
ア
ン
デ
ス
'
ロ
マ
･
ラ
ル
ガ
氷
河
の
ク
レ
バ
ス
に
呑
ま

れ
へ
　
そ
の
生
涯
を
閉
じ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
｡

旅
と
山
行
を
繰
り
返
し
た
画
家
人
生
で
し
た
が
'
空
白
の
一
時
代
と
も
い
え
る
若

き
口
々
が
あ
り
ま
し
た
｡
一
九
四
〇
　
(
昭
和
一
五
)
　
年
､
上
高
地
徳
沢
の
小
屋
に
て

召
集
令
状
を
受
け
た
山
川
勇
一
郎
は
､
兵
士
と
し
て
中
国
に
渡
り
ま
す
｡
そ
の
頃
に

描
い
た
山
と
は
異
な
る
モ
チ
ー
フ
の
作
品
辞
は
､
山
岳
画
家
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ

る
こ
と
の
多
い
山
川
勇
一
郎
の
違
う
一
面
を
見
せ
て
-
れ
ま
す
｡

今
回
､
企
画
展
｢
山
川
勇
一
郎
の
世
界
　
-
山
岳
風
景
と
中
国
の
風
物
I
L
と
題

し
､
山
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
油
彩
と
､
山
川
勇
一
郎
が
若
い
頃
に
中
国
の
済
南
､
北

京
を
中
心
と
し
て
描
い
た
人
物
や
街
並
の
コ
ン
テ
や
水
彩
約
八
〇
点
を
展
示
し
ま
す
｡

中
国
時
代
の
作
品
は
'
現
在
ま
で
ほ
と
ん
ど
公
開
さ
れ
て
お
ら
ず
'
こ
の
た
び
こ

遺
族
の
ご
厚
意
に
よ
り
多
-
の
方
に
ご
覧
い
た
だ
け
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
｡

本
展
で
は
山
岳
風
景
画
と
と
も
に
中
国
の
風
物
画
を
紹
介
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
､

｢
山
岳
画
家
｣
　
の
み
で
は
な
-
､
｢
一
画
人
｣
と
し
て
と
ら
え
た
山
川
勇
一
郎
の
世

界
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
｡

な
に
と
ぞ
ご
高
覧
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
｡



②館物情ど山｢
0
27

日
000?】

ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ
の
呼
び
名
と
語
源

-
百
六
十
三
種
の
分
類
-
　
(
完
結
編
)
③

北

　

村

　

嘉

　

賓

6
6
､
イ
ッ
ボ
ン

一
本
｣
立
ち
の
角
を
も
っ
た
獣
と
い
う
薫
の
隠
語
｡

奈
良
〔
吉
野
〕

⑪
仲
西
政
一
郎
｢
奥
話
野
の
狩
り
の
話
｣
　
『
あ

し
な
か
　
1
 
5
』
　
(
山
村
民
俗
の
会
､
一
九
四
九
年
)

6
7
､
シ
マ
シ
カ

や

く

近
世
の
文
献
に
初
出
す
る
呼
び
名
で
､
当
時
の
楽

観
(
薬
局
)
　
で
呼
ば
れ
て
い
た
も
の
｡
語
源
を
明
記

し
た
も
の
は
見
当
ら
な
い
が
､
推
測
す
る
に
角
の
付

し

一

ふ

も

よ

う

け
根
部
分
に
は
､
縞
模
様
　
(
横
じ
わ
)
　
が
あ
る
の
で
､

シ
ワ
シ
カ
と
呼
ん
だ
の
か
'
シ
マ
シ
カ
に
転
靴
し
た

ン
マ

か
､
最
初
か
ら
縞
の
あ
る
シ
カ
ー
シ
マ
シ
カ
と
呼
ん

だ
が
の
ど
ち
ら
か
で
あ
ろ
う
｡

⑫
小
野
開
山
ほ
か
　
『
本
草
綱
目
記
聞
』
　
(
一
七

九
一
年
)

6
8
'
タ
ン
カ
タ

漢
字
表
記
で
は
単
角
｡
一
本
角
と
同
義
語
の
隠
語
｡

大
分
-
宮
崎
〔
祖
母
山
･
傾
山
〕

文
献
4
9
に
同
じ
｡

6
9
'
ツ
ノ

カ
モ
シ
カ
は
鹿
と
違
っ
て
､
牝
で
も
角
を
虫
や
し

て
い
る
風
変
わ
り
な
獣
と
い
う
意
の
隠
語
｡
石
川

〔
石
川
〕
･
長
野
　
〔
北
安
曇
〕

⑬
尾
口
村
史
編
纂
専
門
委
員
会
縞
『
石
川
県
尾

口
村
史
　
第
一
巻
』
　
(
一
九
七
八
年
)

7
0
､
ツ
ノ
ポ
ー

や
つ

角
が
役
に
立
つ
　
(
風
邪
薬
)
　
奴
と
い
う
意
の
隠
語
｡

ポ
ー
は
群
馬
の
方
言
で
､
例
え
ば
新
潟
の
人
を
｢
越

後
ポ
ー
｣
と
呼
び
､
ポ
ー
は
人
と
か
､
者
､
物
を
さ

す
接
尾
語
と
し
て
使
っ
て
い
る
｡
詳
馬
　
〔
利
根
〕

吉
野
秀
市
民
の
書
簡
に
よ
る
｡

7
1
､
ク
ロ

体
毛
が
黒
色
で
､
角
も
漆
黒
色
の
カ
モ
シ
カ
に
対
し

て
タ
ロ
と
呼
ん
だ
隠
語
｡
長
野
　
〔
下
伊
那
∴
茅
野
,

岡
谷
･
諏
訪
〕
･
三
重
　
〔
亀
山
∴
二
重
〕
･
奈
良

〔
吉
野
〕
･
大
分
-
宮
崎
　
〔
傾
山
〕

⑭
松
山
義
雄
『
続
々
狩
り
の
語
部
と
　
(
法
政
大

掌
出
版
部
､
一
九
五
八
年
)

六
､
他
の
動
物
呼
称
転
用
系
統
の
呼
び
名

(
一
)
　
鹿
系
統

7
2
､
シ
カ

カ
モ
シ
カ
が
禁
獣
に
な
っ
た
た
め
へ
　
上
略
称
し
て

シ
カ
と
呼
び
'
ま
た
鹿
の
名
を
そ
の
ま
ま
転
用
し
た

隠
語
｡
マ
タ
ギ
が
シ
カ
と
言
う
場
合
に
は
､
カ
モ
シ

カ
の
牡
を
さ
す
｡
山
形
〔
西
置
賜
〕
･
群
馬
〔
利
根
〕

⑮
小
野
進
『
秋
田
県
･
奥
羽
北
海
の
動
物
を
語

る
』
　
(
小
野
進
著
作
刊
行
会
､
一
九
三
四
年
)

7
3
'
マ
シ
カ

マ

ノ

万

真
髄
　
(
鹿
)
　
が
棲
ん
で
い
な
い
場
合
の
呼
び
名
で

方
言
｡
分
布
地
域
の
点
か
ら
考
え
る
と
､
｢
シ
マ
シ

カ
｣
･
｢
カ
マ
シ
カ
｣
　
の
上
略
称
と
も
判
断
さ
れ
る
｡

大
阪

文
献
4
4
に
同
じ
｡

7
4
､
カ
ゴ

わ

ゴ

里
言
葉
の
麗
子
　
(
シ
カ
の
仔
)
　
を
転
用
し
た
マ
タ

ギ
言
葉
｡
宮
城
　
〔
仙
台
･
栗
原
〕
･
福
島
　
〔
伊
北
〕

⑮
金
子
総
平
｢
南
会
津
北
魚
沼
地
方
に
お
け
る

熊
狩
雑
記
｣
　
『
ア
チ
ッ
ク
･
ミ
ュ
ー
ゼ
ア
ム
ノ
ー
ト

1

3

』

　

(

ア

チ

ッ

ク

･

ミ

ュ

ー

ゼ

ア

ム

､

一

九

三

七

年
)

7
5
､
マ
ツ
カ

マ

し

か

真
底
の
　
【
シ
】
を
【
ツ
】
　
に
代
え
て
マ
ツ
カ
と
し

た
か
､
あ
る
い
は
カ
モ
シ
カ
の
棲
む
森
林
に
は
､
マ

ツ
カ
　
(
又
に
な
っ
た
木
)
　
が
あ
る
の
で
､
こ
れ
を
転

用
し
た
マ
タ
ギ
言
葉
｡
宮
城
　
〔
栗
原
〕

⑰
『
宮
城
県
史
』
　
(
一
九
六
〇
年
)

語
源
は
県
史
編
纂
室
の
ご
教
示
に
よ
る
｡

7
6
､
カ
ノ
シ
シ

鹿
の
呼
び
名
を
カ
モ
シ
カ
に
利
用
し
た
隠
語
｡
徳

島
〔
剣
山
-
大
歩
危
〕
･
大
分
･
熊
本
･
宮
崎

⑬
黒
川
龍
太
郎
『
動
物
談
叢
』
　
(
五
月
書
房
､

一
九
七
四
年
)

7
7
､
カ
ノ
シ
カ

地
方
　
(
岩
手
･
奈
良
な
ど
)
　
に
よ
っ
て
は
､
鹿
の

呼
び
名
と
な
っ
て
い
る
が
､
四
国
や
九
州
で
は
カ
モ

シ
カ
を
い
う
隠
語
｡
徳
島
〔
剣
山
-
大
歩
危
〕
･
大

分
･
宮
崎

山
口
辿
氏
の
書
簡
に
よ
る
｡

7
8
'
カ
ノ
ン
コ

カ鹿
の
仔
を
カ
ノ
ン
コ
と
代
え
て
､
隠
語
と
し
た
呼

び
名
｡
福
島
〔
南
会
津
〕

山
口
辿
氏
の
聾
節
に
よ
る
｡

7
9
､
カ
ム
ン
コ

｢
カ
ノ
ン
コ
｣
が
靴
っ
て
カ
ム
ン
コ
と
な
っ
た
か
､

当
初
か
ら
カ
ム
ン
コ
と
し
た
の
か
不
明
｡
　
宮
崎

〔西臼杵〕
山
口
辿
氏
の
書
簡
に
よ
る
｡

5
0
'
ヂ
シ
カ

づ
さ

地
着
の
鹿
が
い
な
-
て
､
渡
り
鹿
だ
け
い
る
地
域

で
は
'
隠
語
と
し
て
カ
モ
シ
カ
を
地
鹿
と
い
う
｡
山

莱

⑲
白
井
邦
彦
｢
カ
モ
シ
カ
の
方
言
｣
　
『
動
物
文

学
　
2
9
(
2
)
』
　
(
動
物
文
学
会
'
一
九
六
三
年
)

8
1
､
カ
ン
チ
ョ

通
常
は
鹿
の
異
名
で
あ
る
が
､
宮
崎
県
西
臼
杵
郡

五
ヶ
瀬
町
鞍
岡
本
屋
敷
付
近
で
は
'
カ
モ
シ
カ
の
呼

び
名
に
な
っ
て
い
る
｡
　
宮
崎
　
〔
西
臼
杵
〕

⑳
樋
口
信
義
『
市
房
の
自
然
』
　
(
自
費
出
版
､

一
九
七
八
)
0

8
2
､
シ
カ
ゲ

｢
シ
カ
｣
と
同
様
､
牡
(
成
獣
)
　
を
い
う
マ
タ
ギ

言
葉
で
あ
る
｡
牝
の
呼
び
名
に
は
熊
を
用
い
た
｢
ク

マ
ン
｣
が
あ
る
の
で
､
牡
に
対
し
て
は
鹿
を
用
い
へ

接
尾
語
に
ケ
を
つ
け
て
シ
カ
ケ
そ
し
て
シ
カ
ゲ
に
し

た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
｡
福
島
　
〔
南
会
津
〕

⑪
羽
田
健
三
ほ
か
　
『
会
津
駒
ヶ
岳
周
辺
に
お
け

る
カ
モ
シ
カ
へ
　
ク
マ
'
サ
ル
の
生
活
に
つ
い
て
』

(
一
九
六
二
年
)

(
三
)
　
そ
の
他
の
動
物
系
続

8
3
､
カ
ン
ト
ク
さ
ん

毎
日
､
一
定
の
場
所
　
(
造
林
作
業
現
場
)
　
に
カ
モ

シ
カ
が
現
わ
れ
て
'
作
業
員
の
動
き
を
ジ
ィ
ー
ツ
と

凝
視
し
て
い
る
姿
か
ら
｢
監
督
さ
ん
｣
と
呼
ん
だ
隠

語
　
(
愛
称
)
｡
福
島
･
和
歌
山
　
〔
西
牟
婁
〕

⑫
字
江
敏
勝
　
『
山
人
の
記
』
　
(
中
央
公
論
社
､

一
九
八
一
年
)

8
4
､
オ
ヤ
ジ
と
ふ
と

カ
モ
シ
カ
を
尊
ん
で
呼
ん
だ
隠
語
で
尊
称
｡
長
野

〔
大
町
･
北
安
室
･
諏
訪
〕

⑳
信
州
哺
乳
類
研
究
会
縞
　
『
長
野
県
動
物
図

鑑
』
　
(
一
九
七
八
年
)

語
源
は
両
角
源
美
氏
の
書
簡
に
よ
る
｡

七
　
形
態
系
統
の
呼
び
名

8

5

､

リ

ユ

ウ

メ

岩
場
で
駿
足
さ
を
見
せ
る
の
で
､
極
め
て
す
ぐ
れ
た

ー

~

′

､

[

メ

馬
､
駿
馬
の
意
味
を
も
つ
電
馬
に
例
え
た
方
言
｡

富
山
　
〔
黒
部
〕

⑳
玉
井
敬
泉
『
白
山
の
歴
史
と
伝
説
』
　
(
一
九

五
八
年
)

8

6

､

ラ

ッ

シ

ャ

メ

ン

ふ
さ
ふ
さ
と
し
た
毛
を
も
つ
カ
モ
シ
カ
の
姿
は
､
派

手
な
恰
好
を
し
た
ラ
ッ
シ
ャ
メ
ン
　
(
西
洋
人
の
妾
)

に
似
て
い
る
の
で
'
そ
の
ま
ま
隠
語
と
し
て
用
い
た

も
の
｡
秋
田
　
〔
由
利
〕

⑳
氏
熊
鉄
城
『
秋
田
マ
タ
半
間
葺
?
　
(
慶
友
神
､

一
九
六
九
)

8
7
､
カ
ラ
シ
シ

漢
字
表
記
で
唐
獅
子
｡
中
国
　
(
中
華
人
民
共
和
国
)

で
中
国
風
に
表
現
さ
れ
た
外
国
獣
ラ
イ
オ
ン
に
対
す

る
和
称
で
あ
る
｡
カ
モ
シ
カ
を
カ
ラ
シ
シ
と
呼
ん
だ

の
は
｢
⑪
日
本
に
棲
む
他
の
動
物
に
比
べ
る
と
'
異

カ
ラ

様
な
風
体
で
あ
る
た
め
､
唐
の
シ
シ
ー
カ
ラ
シ
シ
と

呼
ん
だ
｡
②
雪
中
の
カ
モ
シ
カ
は
､
あ
ご
ひ
げ
が
凍

り
つ
い
て
走
る
た
び
､
カ
ラ
カ
ラ
と
音
を
た
て
る
こ

と

か

ら

カ

ラ

シ

シ

と

呼

ん

だ

｡

③

カ

モ

シ

カ

の



③ 鰭物情ど山

【
モ
】
　
の
字
が
誤
記
さ
れ
た
か
､
ま
た
は
隠
語
化
す

る
た
め
､
敢
え
て
ラ
に
変
え
た
等
の
諸
説
が
あ
る
が
､

明
確
な
資
料
は
な
い
｡

分
布
地
域
は
一
応
､
宮
城
と
し
て
お
-
｡

⑳
佐
々
木
喜
一
郎
『
宮
城
県
史
　
1
 
5
』
　
(
宮
城

県
史
刊
行
会
､
一
九
五
六
)

8
8
､
マ
タ
ポ
ー

ま

た

や

つ

足
の
爪
が
割
れ
て
､
叉
に
な
て
い
る
奴
と
い
う
意
の

隠
語
｡
群
馬
　
〔
利
根
〕

吉
野
秀
市
民
の
書
簡
に
よ
る
｡

8
9
､
ウ
シ

カ
モ
シ
カ
は
牛
科
の
動
物
で
あ
り
､
角
は
小
型
で
あ

る
が
､
牛
に
似
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
ら
名
付
け
ら

れ
た
隠
語
｡

･

ヽ

1

か
つ
て
は
ヤ
マ
ノ
ウ
シ
と
呼
ん
で
い
た
が
'
役
牛

(
農
耕
牛
)
　
が
減
少
し
た
の
で
､
上
略
称
し
て
単
に

ウ
シ
と
呼
ぶ
よ
う
に
し
た
と
い
う
｡
三
重
　
〔
熊
野
〕

辻
本
力
太
郎
氏
よ
り
聴
取
｡

9
0
､
ウ
シ
オ
ニ

｢
形
､
飼
牛
と
同
様
に
し
て
角
あ
り
､
毛
窮
み
は

き

れ

い

仲
々
綺
麗
に
し
て
つ
る
つ
る
と
し
､
人
を
害
せ
ず
､

草
､
木
の
葉
を
す
べ
て
喰
い
と
る
｡
こ
れ
ウ
シ
オ
ニ

(
牛
鬼
)
　
な
り
云
々
｣
と
い
う
記
録
が
あ
る
｡
形
全

体
は
牛
に
似
て
お
り
､
頭
に
は
二
つ
の
角
が
あ
る
の

で
牛
と
し
､
し
か
も
鬼
に
似
た
角
と
い
う
こ
と
で
'

ウ
シ
オ
二
に
し
た
と
考
え
ら
れ
る
｡
奈
良
　
〔
吉
野
〕

⑰
津
田
松
苗
･
小
浦
水
車
三
　
『
十
津
川
』
　
(
秦

良
県
教
育
委
員
会
事
務
局
文
化
財
保
護
局
'
一
九
六

冒9
 
1
､
カ
モ
ブ
タ

毛
深
く
て
､
コ
ロ
コ
ロ
し
て
丸
っ
こ
く
見
え
'
豚
に

似
て
い
る
こ
と
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
隠
語
　
(
愛
称
)

で
あ
る
｡
岐
阜
　
〔
恵
那
〕

⑳
大
作
栄
一
郎
『
カ
モ
シ
カ
撮
影
行
　
み
ど
り

2
6
(
1
 
2
)
』
(
林
野
弘
満
会
名
古
屋
支
部
､
一
九
七
四
)

八
､
行
動
系
統

9
2
､
マ
ワ
リ
ジ
シ

旧
二
月
を
過
ぎ
る
と
､
カ
モ
シ
カ
は
そ
ろ
そ
ろ
､
山

て
り

を
歩
き
ま
わ
る
習
性
が
あ
る
の
で
'
廻
り
ジ
シ
と
し

た
マ
タ
ギ
言
葉
｡
秋
田
　
〔
仙
北
〕

⑳
武
藤
鉄
城
｢
青
シ
シ
の
話
｣
　
『
旅
と
伝
説
1
 
1

(
5
)
』
　
(
二
元
社
､
一
九
三
八
)

9
3
､
オ
ド
リ
ジ
シ

人
が
輿
装
　
(
扮
装
)
　
し
て
踊
り
な
が
ら
カ
モ
シ
カ
に

近
づ
く
と
'
そ
れ
に
見
と
れ
て
動
か
ず
に
い
る
こ
と

ち
ら
◆

か
ら
名
付
け
た
隠
語
　
(
愛
称
)
｡
因
み
に
慶
米
の

『
古
今
功
紙
次
第
第
二
十
三
箇
條
』
　
を
見
る
と
､

｢
カ
モ
シ
シ
と
い
う
も
の
､
イ
ワ
ツ
ツ
ジ
　
(
注
-
帯

紐
白
色
の
小
花
が
咲
-
)
　
を
見
て
舞
い
ま
､
つ
｣
と
あ

る
が
'
カ
モ
シ
カ
が
永
い
冬
か
ら
解
放
さ
れ
'
跳
躍

す
る
春
先
の
行
動
を
み
て
'
舞
う
と
表
現
し
た
の
で

あ
ろ
う
｡
オ
ド
リ
ジ
シ
と
い
っ
て
も
､
人
間
の
方
が

踊
る
わ
け
で
あ
る
｡
福
井
〔
立
石
半
島
〕

⑳
柳
田
国
男
｢
山
村
語
藁
｣
『
山
林
』
　
(
大
日
本

山
林
会
､
一
九
三
一
-
一
九
二
二
一
)

9
4
､
ウ
タ
シ
シ

き

あ

と

め

早
乙
女
　
(
田
植
え
を
す
る
若
い
女
)
　
が
'
歌
い
な
が

ら
田
植
え
を
し
て
い
る
と
､
カ
モ
シ
カ
が
近
-
の
岩

場
に
立
っ
て
､
ジ
ィ
ー
ツ
と
歌
に
き
き
ほ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
､
歌
の
好
き
な
シ
シ
と
い
う
意
味
で
呼
ん

だ
隠
語
｡
福
井
　
〔
立
石
半
島
〕

⑪
林
清
一
『
敦
賀
半
島
と
カ
モ
シ
カ
』
　
(
敦
賀

市
教
育
委
員
会
､
一
九
六
一
)

9
5
､
ノ
ロ

ノ
ロ
マ
な
動
き
の
獣
と
い
う
意
の
マ
タ
ギ
言
葉
｡

今
ひ
と
つ
は
､
隣
接
県
　
(
新
潟
)
　
の
カ
モ
シ
カ
の
呼

び
名
｢
ノ
ロ
ジ
カ
｣
　
の
下
略
称
か
と
も
考
え
ら
れ
る
｡

秋
田
　
〔
北
秋
田
･
仙
北
〕

⑲
武
藤
鉄
城
｢
玉
川
部
落
の
話
｣
　
『
旅
と
伝
説

1
 
5
(
1
0
)
』
　
(
三
元
祖
'
一
九
四
二
)

9
6
､
ノ
ロ
ジ
カ

ノ
ロ
マ
の
ノ
ロ
と
鹿
と
を
組
合
せ
た
マ
タ
ギ
言
葉
｡

新
潟
　
〔
岩
船
･
北
魚
沼
･
中
魚
沼
･
南
魚
沼
･
十
日

町〕

⑳
風
間
辰
夫
｢
三
両
の
マ
タ
ギ
物
語
｣
　
『
狩
猟

界
　
2
6
(
4
)
』
　
(
狩
猟
界
社
､
一
九
八
二
)

9
7
､
ノ
ラ
シ
シ

/

ン

の
ら
く
ら
し
て
い
る
宍
と
い
う
意
で
､
ノ
ラ
シ
シ

と
し
た
隠
語
｡
秋
田
〔
北
秋
田
〕
･
埼
玉
〔
北
葛
飾
〕

文
献
7
3
に
同
じ
｡

9
8
､
ア
ホ
　
(
ア
ポ
-
)

ア

雷

-

カ
モ
シ
カ
の
無
警
戒
さ
に
対
す
る
蔑
称
で
､
阿
呆
を

転
用
し
た
隠
語
｡
岐
阜
　
〔
恵
那
〕
,
三
重

⑭
伊
藤
武
吉
･
角
田
保
　
『
カ
モ
シ
カ
中
岡
報

告
』
　
(
日
本
カ
モ
シ
カ
セ
ン
タ
ー
､
一
九
六
九
)

9
9
､
バ
カ
シ
シ

カ
モ
シ
カ
は
､
山
中
で
突
然
出
会
っ
た
場
合
で
も
'

余
り
遠
-
へ
逃
げ
る
こ
と
も
な
-
､
人
が
接
近
し
て

も

ジ

ィ

-

ツ

と

し

て

い

て

'

捕

え

や

す

い

の

で

'

馬

カ

ン

ン

鹿
な
宍
と
い
う
意
の
隠
語
　
(
茂
称
)
｡
富
山
　
〔
中
津

川〕

文
献
⑬
に
同
じ
｡

脚

へ

　

ヒ

ョ

ウ

ロ

ク

ぐ

と

ん

カ
モ
シ
カ
は
一
見
し
た
と
こ
ろ
､
愚
鈍
に
見
え
る
の

レ

ー

ー

弓

U

ク

の

の

し

で
､
里
言
葉
の
表
六
･
表
六
五
　
(
愚
鈍
な
人
を
購

っ
て
い
､
つ
言
葉
)
　
を
語
源
に
し
た
マ
タ
ギ
言
葉
｡
新

潟
　
〔
岩
船
〕

㊨
森
谷
周
野
｢
三
両
の
ス
ノ
ヤ
マ
｣
　
『
浦
原
別

冊
も
　
(
新
潟
県
民
俗
学
会
､
一
九
七
人
)

M
､
才
力
ル

モ

乙

ふ

せ

い

な
ん
と
な
-
女
惟
的
で
､
楚
々
と
し
た
風
情
が
あ

り
'
ま
た
ど
こ
と
な
-
､
あ
ど
け
な
-
て
可
愛
い
奴

と
い
う
意
味
を
こ
め
た
隠
語
　
(
愛
称
)
｡
岐
阜
　
〔
安

八〕

⑳
牧
野
典
彦
｢
犬
が
吠
え
た
ら
熊
が
出
た
｣
[
し
全

猟
4
6
(
-
)
『
(
全
日
本
狩
猟
倶
楽
部
'
一
九
八
一
)

1
-
2
､
オ
パ
ケ

猪
や
鹿
狩
の
折
､
カ
モ
シ
カ
が
思
わ
ぬ
時
に
ヌ
ッ

あ
ら

と
姿
を
現
わ
し
'
猟
師
を
び
つ
-
り
さ
せ
た
り
､
ま

二
れ

た
誤
っ
て
射
ち
殺
し
た
り
す
る
と
､
恐
い
日
に
　
(
響

察
沙
汰
)
　
に
あ
､
つ
こ
と
な
ど
か
ら
オ
パ
ケ
と
呼
ん
だ

隠
語
｡
岐
阜
　
〔
安
八
〕

文
献
⑳
に
同
じ
｡

鵬

､

ク

ツ

コ

ア

オ

人
間
を
見
て
も
､
ク
ツ
コ
　
(
木
の
根
っ
こ
の
こ

と
)
　
の
よ
う
に
､
ジ
ィ
ー
ツ
と
動
か
な
い
で
い
る
こ

と
か
ら
､
里
言
葉
の
タ
ツ
コ
に
｢
ア
オ
｣
を
つ
け
て

ク
ツ
コ
ア
オ
と
し
た
マ
タ
ギ
言
葉
で
あ
る
｡
新
潟

〔
中
蒲
原
〕

⑰
佐
久
間
惇
一
｢
狩
猟
の
民
俗
｣
　
『
民
俗
民
芸

双
書
　
9
6
も
　
(
岩
崎
美
術
社
､
一
九
八
五
)

0

4

､

タ

ツ

コ

｢
タ
ツ
コ
ア
オ
｣
　
の
下
略
称
で
あ
る
が
'
最
初
か

ら
タ
ノ
コ
と
呼
ん
で
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
｡
新
潟

〔
中
浦
原
〕

文
献
⑫
に
同
じ
｡

l
悌
'
ワ
カ
シ
シ

ワ
カ
シ
シ
　
(
岩
夫
)
　
と
い
え
ば
､
仔
を
想
像
す
る

が
､
四
-
五
才
　
(
成
獣
)
　
を
い
う
隠
語
で
あ
る
｡
お

そ
ら
-
'
隣
接
県
　
(
富
山
)
　
の
　
｢
ハ
カ
シ
シ
｣
　
の
呼

び
名
を
ワ
カ
シ
シ
と
聞
き
誤
り
､
そ
の
ま
ま
長
野
に

是
清
し
た
可
能
性
が
商
い
｡
長
野
　
〔
大
町
〕

⑳
高
橋
秀
男
｢
カ
モ
シ
カ
を
追
っ
て
｣
　
『
山
と
博

物
館
9
(
4
)
』
　
(
大
町
山
高
博
物
館
､
一
九
六
四
)

鵬
､
バ
ク
パ
タ

カ
モ
シ
カ
が
'
岩
か
ら
岩
へ
と
跳
ぶ
と
き
に
足
を

振
る
わ
す
音
が
､
パ
タ
バ
ク
と
聞
え
る
こ
と
か
ら
､

そ
の
昔
を
擬
声
語
と
し
た
呼
び
名
で
隠
語
｡
宮
崎

〔
大
崩
山
〕

⑳
小
野
勇
一
ほ
か
｢
大
崩
山
カ
モ
シ
カ
調
香
報

告
｣
『
大
崩
山
学
術
調
香
報
告
し
　
(
一
九
七
一
)

九
､
鳴
き
声
系
統
の
呼
び
名

1
-
7
へ
　
ナ
キ
ク
ラ

牝
　
(
成
獣
)
　
を
い
う
隠
語
｡
四
月
上
旬
頃
'
一
任

を
産
ん
で
仔
連
れ
と
な
っ
た
牝
は
､
キ
ヤ
ツ
､
キ
ヤ

ッ
と
よ
く
鳴
く
の
で
､
よ
-
鴨
-
グ
ラ
シ
シ
の
意
で

名
付
け
た
も
の
｡
(
牡
は
あ
ま
り
鳴
か
な
い
｡
)
　
栃
木

〔
日
光
地
方
〕

⑲
下
村
兼
史
『
原
色
狩
税
鳥
獣
図
鑑
』
　
(
一
九

六
五
)

_
-
8
､
ダ
マ
リ
ク
ラ

仔
連
れ
の
牝
に
-
ら
べ
牡
は
'
あ
ま
り
鳴
か
な
い

の
で
､
黙
っ
て
い
る
タ
ラ
シ
シ
と
い
う
意
で
ダ
マ
リ

タ
ラ
と
し
た
隠
語
｡
栃
木
　
〔
日
光
地
方
〕

文
献
⑲
に
同
じ
｡

棚
､
シ
ツ
ケ
イ
　
(
シ
ツ
ケ
イ
連
れ
)

マ
タ
ギ
言
葉
で
は
仔
を
'
隠
語
で
は
親
仔
一
対

(
仔
連
れ
)
　
を
い
う
呼
び
名
で
あ
る
｡



④館物尊lど山

シ
ソ
ゲ
イ
の
語
源
は
カ
モ
シ
カ
の
親
が
怒
っ
て
鳴

く

声

が

､

シ

ユ

シ

ユ

シ

王

､

仔

は

ケ

エ

ケ

エ

ケ

工

と

鳴
-
こ
と
か
ら
､
両
方
の
声
を
併
せ
て
シ
ユ
ケ
イ
と

呼
び
､
そ
れ
が
転
靴
し
て
シ
ツ
ケ
イ
に
な
っ
た
と
い

う
l
U
　
シ
ソ
ケ
イ
連
れ
と
も
い
う

一
方
､
マ
タ
ギ
達
が
仔
の
呼
び
名
を
シ
ソ
ケ
イ
と

し
た
の
は
恐
ら
く
､
彼
等
が
群
馬
地
方
に
出
猟
し
て

き
た
時
に
知
っ
た
シ
ッ
ゲ
イ
を
仔
の
呼
び
名
に
転
用

し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
｡
-
醇
馬
　
〔
利
根
〕
･
福
島

〔
南
会
津
〕
･
宮
城
　
〔
白
石
〕

隠
語
に
つ
い
て
-
⑪
中
村
謙
　
｢
玲
羊
の
話
｣

(
一
九
上
二
)
･
⑫
小
林
-
二
二
雄
｢
利
根
川
源
流
の

か
も
し
か
』
　
(
一
九
七
.
こ

マ
タ
ギ
言
葉
に
つ
い
て
･
･
･
文
献
⑯
に
同
じ
｡

m
'
チ
ヤ
チ
ヤ

体
色
と
鳴
き
声
と
を
語
源
と
し
た
隠
語
　
(
愛
称
)

J
1
-
め

カ
モ
シ
カ
の
体
毛
に
は
里
㌫
同
色
､
茶
､
灰
色
と
飴
色

の
強
い
も
の
'
白
色
系
の
も
の
な
ど
が
あ
る
｡

鈴
鹿
山
系
に
は
'
概
し
て
茶
褐
色
の
個
体
が
多
い

の
で
､
茶
々
と
い
う
隠
語
に
し
た
か
､
あ
る
い
は
逃

げ
る
時
の
鳴
き
声
へ
　
シ
ャ
ツ
シ
ャ
ツ
を
チ
ヤ
チ
ヤ
と

い
う
擬
声
語
に
し
た
か
､
ど
ち
ら
か
で
あ
ろ
う
｡
-
一

重
-
滋
賀
　
〔
鈴
鹿
山
系
〕

⑬
角
田
保
｢
カ
モ
シ
カ
保
護
の
緊
急
･
恒
久
対

策
を
練
る
L
 
l
r
J
カ
モ
シ
カ
(
2
)
コ
　
(
H
本
カ
モ
シ
カ
セ

ン
タ
ー
､
一
九
七
六
)

川

､

シ

ャ

ン

シ

ャ

ン

追
わ
れ
て
逃
げ
る
親
は
､
シ
ャ
ッ
シ
ャ
ツ
と
鳴
く

こ
と
か
ら
､
シ
ャ
ン
シ
ャ
ン
と
い
う
擬
声
語
と
し
た

も
の
で
隠
語
｡
和
歌
山
　
〔
東
牟
婁
〕

現
地
で
聴
取
｡

1
1
2
､
シ
ャ
ン

｢
シ
ャ
ン
シ
ャ
ン
｣
　
の
略
称
｡
和
歌
山
　
〔
東
牟
婁
〕

現
地
で
聴
取
｡

Ⅲ

'

シ

ャ

ン

コ

｢
シ
ャ
ン
｣
に
指
小
辞
の
コ
を
つ
け
て
愛
称
的
に
呼

ん
だ
も
の
｡
和
歌
山
　
〔
東
牟
婁
〕

現
地
で
聴
取
｡

皿
､
グ
ラ
グ
ラ

カ

モ

シ

カ

の

鳴

き

声

に

は

､

フ

シ

ユ

ツ

､

ケ

エ

ケ

工
'
ギ
ァ
ヤ
ー
ギ
ァ
ヤ
ー
の
ほ
か
'
沢
山
あ
る
が
､

ガ
ラ
ガ
ラ
と
も
鳴
く
の
で
､
当
初
は
カ
ラ
カ
ラ
と
呼

ん
だ
の
が
､
謝
っ
て
ク
ラ
ゲ
ラ
に
な
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
隠
語
｡
群
馬
　
〔
利
根
〕

呼
び
名
は
白
井
邦
彦
氏
の
書
簡
に
よ
る
へ
､

上
､
体
色
系
統
の
呼
び
名

(
一
)
　
青
系
統

捕
､
ア
オ
シ
カ

『
伊
豆
国
産
物
帳
｣
　
(
一
七
二
六
年
)
　
に
収
録
さ

れ
て
い
る
｡
こ
の
当
時
は
カ
モ
シ
カ
は
禁
獣
で
は
な

か
っ
た
か
ら
方
言
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
､
東

口
本
　
(
方
言
分
布
上
)
　
に
広
-
分
布
し
て
い
る
｡
青

森
　
〔
中
津
軽
〕
･
群
馬
･
新
潟
　
〔
岩
船
〕
･
山
梨

〔
中
巨
摩
･
南
巨
麿
〕
･
静
岡

文
献
⑭
と
す
る
｡

捕
､
ア
オ
　
(
ア
ゥ
オ
)

ア

オ

体
色
が
似
て
い
る
こ
と
か
ら
黒
馬
に
な
ぞ
ら
え
た

隠
語
｡
-
ア
才
は
も
と
も
と
､
青
色
の
馬
を
い
う
が
､

江
戸
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
東
北
の
馬
産
地
で

は
､
黒
馬
を
ア
才
と
呼
ん
で
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
｡

こ
の
ほ
か
､
語
源
と
し
て
①
肉
が
少
々
あ
お
臭
い

こ
と
､
②
皮
を
な
め
す
と
皮
裏
が
青
-
な
る
こ
と
､

③
顔
の
色
が
帯
青
色
を
呈
す
る
こ
と
､
④
体
毛
に
時

螺
緊

折
､
紫
黒
色
の
毛
が
混
じ
り
､
遠
望
す
る
と
蒼
-
見

え
る
こ
と
､
⑤
体
毛
に
綿
毛
が
多
い
の
で
冬
期
に
は
､

毛
の
中
が
青
く
見
え
る
こ
と
な
ど
が
､
語
源
だ
と
す

る
説
が
あ
る
｡

ア

カ

ケ

ロ

/

ロ

ア

寸

ま
た
､
古
代
日
本
の
色
名
に
明
･
暗
･
顕
∴
供
が

ナ
オ

あ
り
'
古
く
は
カ
モ
シ
カ
の
体
色
か
ら
漠
と
呼
ん
だ

と
す
る
も
の
｡
｢
ア
ポ
｣
　
の
靴
っ
た
も
の
と
す
る
説

な
ど
が
あ
る
｡
青
森
　
〔
東
津
軽
･
西
津
軽
･
南
津

軽
･
中
津
軽
･
三
g
,
秋
田
　
〔
山
本
･
雄
勝
･
仙

北
〕
　
∴
右
手
　
〔
和
賀
〕
･
山
形
　
〔
東
根
･
西
田
川
･

西
置
賜
〕
･
宮
城
　
〔
白
石
･
刈
田
〕
･
福
島
　
〔
耶

麻
〕
･
新
潟
　
〔
北
浦
原
･
中
蒲
原
〕
･
長
野
∴
優
賞

〔甲賀〕⑮
菅
江
真
澄
｢
雪
の
道
奥
｣
､
｢
雪
の
出
羽
路
｣

(
責
(
澄
遊
覧
記
』
　
(
一
八
〇
一
)

注
･
･
･
ア
ゥ
オ
の
語
源
は
ア
オ
と
同
一
で
､
オ
を
発

声
す
る
と
き
の
　
;
生
み
字
.
.
の
ウ
の
音
が
､
特
に
強

調
さ
れ
た
も
の
ー
∪
共
に
マ
タ
ギ
言
葉
で
あ
る
が
'
新

潟
県
北
浦
原
那
赤
谷
郷
､
青
森
県
囲
津
軽
郡
の
一
部

で
は
､
方
言
と
な
っ
て
い
る
｡

⑳
後
藤
興
仝
　
｢
又
鬼
と
山
輩
-
(
書
物
展
望
祉
'

一
九
川
○
)

旧
､
ア
オ
シ
シ

/

/

シ
シ
　
(
宍
)
　
は
も
と
も
と
､
肉
を
意
味
し
て
お
り
､

/
/

主
と
し
て
肉
食
獣
を
さ
す
｡
｢
ア
オ
｣
と
宍
を
組
合

せ
た
マ
タ
ギ
言
葉
で
あ
る
｡
高
森
　
〔
中
津
軽
･
陣
津

軽
･
南
津
軽
･
北
津
軽
〕
･
秋
田
　
〔
北
秋
田
･
山

本
･
雄
勝
〕
･
山
形
　
〔
東
根
･
東
田
川
･
西
村
山
･

東
村
山
∴
晴
上
･
囲
置
賜
･
飽
海
･
尾
花
沢
〕
･
岩

手
　
〔
岩
手
･
下
閉
伊
〕
･
宮
城
　
〔
白
石
･
刈
田
･
栗

原
･
加
美
･
王
道
･
仙
台
〕
,
福
島
　
〔
耶
摩
･
南
会

津
･
西
会
津
･
河
沼
〕
･
新
潟
　
〔
中
浦
原
･
東
浦

原
･
北
浦
原
･
北
魚
沼
･
岩
船
〕
･
辞
馬
　
〔
利

根
〕
･
山
梨
･
富
山
　
〔
｣
立
山
〕
･
長
野

⑰
｢
浦
原
那
小
川
荘
間
組
滝
谷
札
産
物
｣
　
『
享

-

保
･
元
史
話
国
産
物
帳
｣
.
七
一
六
-
一
七
四
〇
)

朋
､
ア
オ
シ

｢
ア
オ
シ
シ
｣
　
の
卜
略
称
で
隠
語
｡
福
島

文
献
⑬
に
同
じ
｡

冊

､

ア

オ

ン

コ

体
毛
が
､
晴
天
時
の
う
す
い
空
色
に
似
て
い
る
と
こ

カ

ろ
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
も
の
で
､
ア
オ
の
鹿
が
ア
才

コ

の
鹿
と
な
り
､
さ
ら
に
ア
オ
ン
コ
と
謝
っ
た
隠
語
｡

福
島
〔
南
会
津
〕

山
口
辿
氏
の
書
簡
に
よ
る
｡

脚
､
ア
オ
タ

｢
ア
オ
｣
と
､
女
の
卑
称
で
あ
る
メ
ン
タ
な
ど
に
使

わ
れ
る
｢
/
夕
｣
と
を
組
合
せ
､
ア
オ
ン
タ
と
し
た

の
が
､
ア
オ
タ
に
謝
っ
た
隠
語
と
考
え
ら
れ
る
｡
秋

田

⑳
田
海
富
雄
｢
熊
の
出
る
秋
｣
　
『
全
編
1
7
(
l
l
)
〟
コ

(
全
日
本
狩
猟
倶
楽
部
､
一
九
五
二
)

1
-
1
､
ア
オ
ス
ス

橋
本
腎
助
の
　
『
山
形
県
の
哺
乳
類
〟
コ
　
(
一
九
三
九

午
)
　
に
収
録
さ
れ
て
い
る
マ
タ
ギ
言
葉
で
あ
る
｡

ア
オ
と
後
述
の
ス
ス
と
を
組
合
せ
た
も
の
か
'
ア
オ

シ
シ
の
転
謝
し
た
も
の
か
の
､
ど
ち
ら
か
て
あ
ろ
う

岩
手
･
新
潟

文
献
⑳
と
す
る
｡

_
-
2
､
ア
ユ
メ

夫
婦
連
れ
を
い
う
マ
タ
ギ
言
葉
で
､
ア
オ
シ
シ
の
ア

メ

ナ

･

-

オ
と
､
夫
婦
の
メ
と
を
組
合
せ
た
呼
称
｡
秋
田
　
〔
雄

勝〕

マ

ヶ

キ

⑲
菊
池
慶
治
｢
東
成
瀬
梢
に
お
け
る
又
鬼
の
今

昔
〟
.
(
自
萄
出
版
､
一
九
五
〇
)

ー
'
ア
ノ

マ
タ
ギ
言
葉
で
､
大
親
の
カ
モ
シ
カ
を
い
う
へ
し
　
中
位

の
大
き
さ
の
も
の
は
ホ
ノ
と
い
う
｡
語
源
不
詳
｡
秋

田
　
〔
仙
北
〕

文
献
⑳
に
同
じ
｡

(
三
重
県
在
住
)

本
文
に
関
す
る
問
合
せ
先

〒

h

　

九

-

‥

囲

〇

二

　

‥

重

県

北

不

要

郁

海

同

町

上

中

.

し

六

電

話

　

∩

有

人

L

‥

-

六

-

お
知
ら
せ

本
誌
.
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
た
と
お
り
'
大
町
山
高

博
物
館
で
は
企
画
展
｢
山
川
勇
一
郎
の
世
界
　
-
山

高
風
景
と
中
国
の
風
物
-
｣
を
左
記
の
よ
う
に
開
催

し
て
い
ま
す
｡

会

　

　

期

　

十

戒

-

-

年

し

月

九

日

　

へ

〓

)

　

-

九

月

-

日

　

へ

〓

)

開
館
時
間
　
年
間
九
時
-
午
後
1
~
博
一
入
館
は
国
母
二
〇
分
ま
で
)

休
館
日
　
会
期
中
は
休
館
日
な
し

入
場
神
　
宮
哉
痕
と
共
通

大
人
刑
0
0
日
　
高
校
　
n
 
n
日
　
中
中
辛
一
〇
〇
r
I
j

｢
-
つ
名
様
似
-
の
同
体
は
客
五
〇
日
間
引
一

山

と

博

物

館

第

4

5

巻

第

1

号

二
〇
〇
〇
年
し
月
二
上
方
‖
発
行

発
　
行
　
〒
Ⅲ
長
野
県
大
町
事
大
守
夫
町
八
〇
五
六
1

両

　

立

　

大

　

町

　

山

　

岳

　

博

　

物

　

館

T

E

L

〇

二

六

　

-

二

二

-

0

-

‥
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A

X
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-
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ハ
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-

一

‥

-

印

　

刷

　

夫

糸

タ

　

イ

　

ム

　

ス

　

印

刷

部

定
　
価
　
草
紙
　
∵
五
〇
〇
日
(
送
神
共
)
(
切
手
不
可
)

郵
便
振
替
日
座
席
サ
ー
°
‖
月
間
C
I
L
I
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元
-

‥
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